
   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 東中学校 

校長名 高橋 延昌 電話番号 ０８４－９２３－１７６５ 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 自ら考え学び，粘り強く努力する生徒の育成 

～生徒指導の三機能を活かした主体的な・協働的な学びの推進～ 

当該ページ

のアドレス 

http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima,jp/chu-higashi 

研究内容 【取組の視点】 

○すべての教科で，単元ごとに１時間以上は思考力・判断力・表現力

を問う授業を実践する。 

○グループ学習，ペア学習を積極的に取り入れる。 

○単元別テストを実施し，定着状況を把握する。 

○長期休業中の校内研修で，「自ら学び考える」授業の交流を行う。 

【具体的な取組】 

○ブロック研修の活用（中学校６校による授業研究） 

 ・テーマを「主体的な学び」「思考力・表現力の育成」とする。 

・教科ごとに年４回実施し，６校全体の授業力の向上を図る。 

 ・授業の改善点を明確にして，次回の研修で検証する。 

○校内授業研究の実施 

 ・グループ学習やペア学習の内容を中心に研究協議を行う。 

 ・生徒指導の三機能をどう授業の中に取り入れているか検証する。 

○学力課題の克服 

・広島県「基礎・基本」定着状況調査から明らかになった課題の克

服を意識した授業展開を実践する。 

・年度末に，学力状況の実態把握を行う。 

備考 【授業スタイル】 

・授業開始３分前に教室に入り，１分前に授業準備を行う。 

・授業始めと終わりの挨拶を徹底する。 

・「ねらい」を提示し，「ねらい」の達成を意識した「まとめ」を行う 

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 福山市立城北中学校 

校長名 岡野 英俊 電話番号 ０８４－９２３－０６６８ 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 主体的な学びの創造 ～自ら考え学ぶ授業を通して～ 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-johoku/ 

研究内容 広島県「学びの変革」パイロット校事業指定校 

・全教科「課題発見・解決学習」の学習課程と「資質・能力」の育成

を位置づけた単元開発と指導案の作成 

・総合的な学習の時間の３学年分の全単元の単元計画の作成 

・「資質・能力」のルーブリックの作成と評価の分析 

・「課題発見・解決学習」のための「評価構想シート」ビルドアップ 

備考  

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 福山市立鷹取中学校 

校長名 田丸 誠 電話番号 084-923-0603 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 □生徒指導 ■キャリア教育 

■学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 互いを尊重しながら主体的に学び合い，しっかりと表現する子どもの

育成～聴いて，考えて，つなぐ授業の創造～ 

当該ページ

のアドレス 

http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-takatori/ 

研究内容 ○中学校区のめざす子ども像 

学校や地域を愛し，賢く強く生きる子ども 

「笑顔であいさつ日本一」 

 

○付けたい３つの力 

（１）夢をかなえる学力 

（２）強く生きる心と体 

（３）地域を愛する心 

 

○取組みの柱 

（１）授業づくり 

・子どもが自ら考え，伝え合う授業を創造する 

  ・自己や働くことへの理解を深め，将来への目標をもたせる 

（２）集団づくり 

  ・家庭・地域と連携して基本的生活習慣・学習習慣を定着させる 

  ・高め合う集団と小中学生の絆を育てる 

（３）ふるさとづくり 

  ・明るい地域づくりに貢献するあいさつを身に付けさせる 

  ・体験的な学習を通じて福山や地域への愛着と誇りを育てる 

備考 大好き！福山～ふるさと学習～実践モデル中学校区 

 

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 福山市立城東中学校 

校長名 伊藤 和久 電話番号 ０８４－９２３－１６０７ 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 「深く考え伝え合い，よりよく生きようとする力を育む授業の創造」 

～言語活動の充実により自分の考えを表現できる指導の工夫～ 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-joto/ 

研究内容 授業において，教材や指導を工夫して，自ら考えたことを意図的に

書いたり話したりする言語活動を繰り返して行えば，相手・目的・内

容に応じた方法で，分かりやすく説明する力が高まることで，思考

力・表現力を含む教科等の学力が向上すると考える。 

本校では，ねらいを明確にした授業の中に，書く活動，発表する活

動など伝え合う学習活動を効果的に取り入れることによって言語活

動を充実させ自分の考えを分かりやすく表現する力をつけ，活用力を

高め，学力の向上を目指しながらよりよく生きる力を育む。 

① 道徳の授業改善を継続発展させ，これまでの「城東スタイル」に，

自ら考え論議する道徳の授業スタイルを加え，新たな「城東スタ

イル」を確立する。 

② 新たな道徳の授業スタイルを教科授業に取り入れ，「自ら考え学

ぶ授業づくり」へ進化させる。 

備考  

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 大成館中学校 

校長名 友道健氏 電話番号 084-934-1066 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

■その他（ 小中一貫教育，特別活動       ） 

研究主題 自ら考え，学ぶ授業の創造 

～言語活動を取り入れた授業づくり～ 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-taiseikan/ 

研究内容 １ 福山１００ＮＥＮ教育の推進 

 ○コミュニケーション能力の育成 

  自分の思いをことばで表現できる授業への転換 

 ○ＴＳＫスタイルをもとにした授業づくり 

    Ｔ（つながり・つみあげる）Ｓ（真剣に・しっかり学ぶ） 

Ｋ（くりかえす・継続する） 

   ＜特活領域で育成した力を，授業につなげる＞ 

２ 小中一貫教育の充実 

 ○「自ら考え学ぶ授業づくり」に向けて思考力・表現力をつけるた

めの小中職員による協議の充実 

 ○大成館中学校区カリキュラムに基づき，学力向上・規範意識向

上・体力向上・児童生徒の交流への取組み 

３ 特別活動の充実 

 ○歌声の響く学校生徒（歌声文化の継承・発展） 

 ○当たり前のことが当たり前にできる学校生徒 

  （無言清掃・あいさつ運動による環境整備） 

 ○活気のある学校生徒（生徒会を中心とした自治活動） 

   

備考  

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 精華中学校 

校長名 水船 泰典 電話番号 084-935-7253 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

  

研究主題 自他を大切にし認め合い高め合う生徒の育成 

～心豊かに尊重する授業づくり，人間関係づくり，環境づくりを通し

て～ 

当該ページ

のアドレス 

chu-seika@edu.city.fukuyama.hiroshima.jp 

研究内容 人権教育研究指定校事業（平成 27・28年度）文部科学省指定 

（１）人権が尊重される授業づくり 

（２）心豊かに尊重する人間環境づくり 

（３）心豊かに尊重できる環境づくり。 

 

備考  

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 福山市立中央中学校 

校長名 廣中邦充 電話番号 084-925-0036 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 ■生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 言語活動を通じて，確かな学力を育む授業の創造 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-chuo/ 

研究内容 ○ 活用・協働する学習を充実させる 

～自分の考えを深め，拡げることができる生徒の育成～ 

○ 小中９年間で児童生徒のよりよく「生きる力」を育成する 

～いじめを許さない校区づくり～ 

備考  

 



   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 福山市立芦田中学校 

校長名 小川 誠 電話番号 ０８４－９５８－２０３１ 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 「自ら進んで考え，はっきり表現できる芦田っ子」を育てる授業 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-ashida/ 

研究内容 ●教育研究の二つの柱 

・学級集団づくりで発表しやすい授業の雰囲気作り 

・言語活動を充実させ，考えを深める授業作り 

 

●具体的な取組内容 

＜学級集団作り＞ 

・行事を軸としたスピーチの実施により，仲間意識と人前で意見や考

えを述べる機会を増やす。 

・自主学習ノートの表彰やテスト勉強時間の上位者をクラスで表彰す

ることで自己有用感の向上をはかる。 

＜授業作り＞ 

・発表の仕方の統一や発表しやすい雰囲気作りのために個人思考から

ペア学習をしっかり取り入れた教え合い学習の実施。 

＜言語活動の充実＞ 

・個人用の「言語活動振り返りシート」を活用し，授業改善をはかり

ながら言語活動を取り入れていく。 

＜補充学習，日記指導＞ 

・国語科，英語科の基礎となる漢字 200 字や英語自主ノートを徹底

的にやりきらせる活動や学力が十分でない生徒に対して補充学習

を実施。 

・毎日の日記では 5 行書くことを習慣化させ，文章を書く力を身に

つける。 

備考  

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

 

市町名 福山市 学校名 福山市立山野中学校 

校長名 山手 茂樹 電話番号 084－974－2012 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

■学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

■その他（ 小中一貫教育  ） 

研究主題 郷土の未来を担う子どもたちの育成 

～小中 9年間の学びをつなぎ，地域に根差した信頼される学校づくり～ 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-yamano/ 

研究内容 （１）しっかり考え，判断し，表現する生徒 

① 基礎学力の定着を図るドリル学習 

② 論理的に考え・表現する力を育む授業 

③ 「やまびこ集会」（小中合同集会）の充実 

 

（２）郷土に誇りを持ち，地域に貢献する生徒 

① 郷土のよさを学び発信する「総合的な学習の時間」 

② 地域の方へ元気を届ける「小中合同行事」 

③ 地域の行事への積極的な参加 

 

（３）夢や目標をもち，積極的に挑戦できる生徒 

① キャリア教育の充実 

② 職場体験学習の充実 

③ ＮＩＥの推進 

 

備考 ＮＩＥ実践指定校 

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 福山市立広瀬中学校 

校長名 勝村 昌史 電話番号 084-972-2210 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 生徒の主体的，協同的な学びの姿をめざす授業改善 

～「ねらい」「まとめ」「振り返り」の整合性～ 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-hirose/ 

研究内容 授業が「ねらい」「まとめ」「振り返り」で完結し，生徒が主体的， 

協同的に学んでいたかの視点で授業改善を進めるものである。 

特に，授業で何が分かり何が分からなかったのかを具体的に振り返

らせ，記述させている。その「振り返り」の内容から，授業のねらい

に対するが達成状況や，深い学びとなっていたかを確認することがで

きる。生徒自身は，振り返るというメタ認知による活動を行うことで，

学力の定着に効果的であると考えられる。 

更に，生徒による「振り返り」は教師の授業の反映であることから，

教師自身が授業を振り返り，授業改善を進めるものである。 

 

 

 

 

備考  

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 福山市立駅家中学校 

校長名 光成 秀博 電話番号 （０８４）９７６－２０５１ 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 ■生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

■その他（小中一貫教育               ） 

研究主題 生徒の能動的な学びによって思考力・判断力・表現力を育成する授業づくり 

～望ましい集団づくりとともに，生徒指導の三機能を生かした授業を通じて～ 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-ekiya/ 

研究内容 【駅家中学校区研究主題】 

児童生徒の主体的な学びによって，思考力・判断力・表現力を育成する授業づくり 

① 「つかみ」による問題解決，探究・追究への意欲向上，的確な主発問及び支援 

② 駅家中学校区授業スタイルの確立とその実践 

③ 生徒指導の三機能を生かし学習指導と生徒指導の一体化 

④ 能動的な思考・判断と意見交流及び活発な表現の場の設定 

※校区の研究主題と①～④の内容を校区で共同研究推進 

※校区の共通研究課題を推進していくとともに次の視点での研究を推進する。 

①「つかみ」→「ねらい」にせまる「めあて」の明確な提示 

②能動的な思考・判断と意見交流及び活発な表現の場の設定 

 ・ペアワーク，グループワーク等の主体的な活動の場 

 ・能動的に「聴く」 ・言語活動の充実の視点を持った意見交流 

③生徒指導の三機能を生かした授業実践（特に自己決定の場を与えることを重視） 

④視覚支援の視点を持った構造的な板書，教材工夫 

⑤「分かった」喜び，手応え→「もっと分かりたい」（探究心）→家庭学習へ 

⑥めあてに整合した「まとめ」「振り返り」で自己肯定，探究心，意欲向上へ 

⑦他領域・教科との繋がりや集団づくりとのリンクを意識した授業実践 

⑧形成的評価の効果的な活用 

⑨コンピテンシー，２１世型能力等の育成を意識を明確に持った指導の継続 

⑩単元全体を見通した「単元づくり」→単元を貫く主発問の在り方等の研究 

 

備考  

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 誠之中学校 

校長名 海野隆博 電話番号 ０８４－９５３－０９３９ 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

■その他（小中一貫教育） 

研究主題 自らに課題を見つけ主体的にその解決に取組む授業づくりの創造 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-seishi/ 

研究内容 ・各教科における取組の重点の設定 

・ふるさと未来交流会の実施 

・校区一斉繰り返し学習 

・家庭学習強化週間の設定 

 

備考  

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 福山市立城西中学校 

校長名 藤井照文 電話番号 ０８４－９５２－１２５７ 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 自分の考えを持ち，自分のことばで適切に表現できる 

～知識の習得と協働的な学びの工夫を通して～ 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-josai/ 

研究内容 〇学習への意欲を高め，自分の考えを書く・学び合う活動を通して，使え

る知識・技能を身に付けさせる。 

 ・「課題解決型」の単元指導計画の作成 

 ・思考を生み出す指導の工夫と思考の過程がわかるノート指導の工夫 

 ・グループ学習やペアワークによる伝え合う場の工夫 

〇学習規律の定着 

 ・あいさつと返事の徹底 

 ・チャイム着席と学習準備 

〇学習環境の整備 

 ・整然とした教室 

 ・生徒作品の掲示（学びの成果の視える化） 

〇Ｃ評価の生徒への支援 

 ・つまずきに合わせての細かな指導 

 ・机間指導の充実と有効な手立て 

〇家庭学習の指導 

 ・ノーメディアの取組 

 ・適切で効果的な課題の提示と指導 

  （自主ノート・ドリル学習等） 

 ・生活設計力を高める指導 

備考 学力向上チャレンジ校事業指定校区 

福山市小中一貫教育推進事業 

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 一ツ橋中学校 

校長名 吉川真一 電話番号 (084)941-7335 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 教師が教え込む授業から，「子どもたちが自ら考え学ぶ授業」への転換 

～授業のユニバーサルデザインの充実を通して～ 

当該ページ

のアドレス 

http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-hitotsu 

研究内容 ・授業の中に「自ら考え学ぶ」場面の設定。 

・支援が必要な生徒への手立て（ユニバーサルデザインの授業づくり） 

 

 

備考  

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 駅家南中学校 

校長名 青山真治 電話番号 ０８４－９７６－０８８５ 

分野・領域 

□人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 

 

豊かな心をもち自立と貢献の意欲が高まる道徳教育の創造 

～主体的な学びの生まれる道徳の時間の工夫と 

教育活動のつながりの意識化を通して～ 

 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/ chu-ekinan/ 

研究内容 

１ 教員の授業力の向上 

 ・ねらいを達成するための資料分析と発問の工夫 

 ・学年組織としての授業づくりと授業改善の実践の積み上げ 

２ 生徒の主体的な学びを促す活動の工夫 

 ・ねらいとする価値に迫る導入の工夫 

 ・議論し深め合うことのできる話し合いの工夫 

３ 目指す力の明確化と関連付けの工夫 

 ・道徳教育の視点による教育活動のつながりの意識化 

備考 

 

「道徳教育改善・充実」総合対策事業 

 

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 常金中学校 

校長名 伊原秀夫 電話番号 ０８４７－５３－８１２２ 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

■教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 「主体的な学び」につなげる評価と学習方法の在り方 

～総合的な学習の時間の改善・充実を教科につなげることを通して～ 

当該ページ

のアドレス 

chu-tsunekane@edu.city.fukuyama.hiroshima.jp 

研究内容 ○総合的な学習の時間の指導のさらなる改善・充実 

 ・地域や自分と社会・世界をつなぐための課題（教材）開発 

 ・ＥＳＤを重視する能力・態度を意識した単元指導計画と評価の工夫 

○知識・技能を活用して探究し発表する授業づくりの推進 

 ・パフォーマンス課題を用いた，Ｅ（広がり）のある課題設定の研究 

 ・入試問題の徹底的な分析による，各教科で付けたい力の明確化 

備考  

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 新市中央中学校 

校長名 門田 剛年 電話番号 0847-52-5534 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 思考力・表現力の育成 

当該ページ

のアドレス 
http:www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-shinichichuo/ 

研究内容 ① 意欲の持てる目標を設定し，最後に，まとめ・振り返りにつなげ

る。 

 

② 思考する場面で，考え方（比較，分類，関連付け等）を意図的・

継続的に指導し，定期試験で検証する。 

 

③ 発表する場面で，わかりやすく伝えることを，意図的・継続的に

指導する。 

備考  

 



  【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 福山市立千年中学校 

校長名 岡田 紀雄 電話番号 ０８４－９８７－００２５ 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 □その他（                     ） 

研究主題 関わり合いを通して，思考力・判断力・表現力を育む授業づくり 

○思考を深めさせる発問の工夫        ○自己の考えを表現できる力の育成 

○生徒指導の三機能を生かした授業の実践（特に「自己決定の場を与える」）ことを重視） 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-chitose/ 

研究内容 １ 「『学びの変革』パイロット校事業」実践指定校としてパイロット校での研究を参考に， 

「課題発見・解決学習」を位置付けた単元開発・実践等を行う。 

(1) 育成すべき「資質・能力」を本校の状況を踏まえ，重点化して設定 

(2) 「課題発見・解決学習」を位置付け，本校の育成すべき資質・能力を意識した単元計画を開発・実践  

(3) 教職員研修の計画的実施と中身の充実化（年間研修計画の主なもの） 

 4・5 月…理論研修，6 月…研究授業・研究協議（講師：牧田秀昭先生） 

 7・8 月…校区合同研修・理論研修，9 月…研究授業・研究協議 

 9 月…理科示範授業・研究協議（講師：小笠原豊先生） 

 11 月…校区合同研修・研究授業・研究協議（講師：牧田秀昭先生） 

 11 月…校区合同研修・道徳示範授業・研究協議（講師：川﨑雅也先生） 

 2 月…理論研修及びまとめ，次年度へ向けて 

 

２ 目指す授業の姿を設定し，「発問の工夫」「自己決定の場を与える」「分

かりやすく表現」を重視した授業実践及びスパイラルな授業改善 

(1) 思考を促し，深める発問を工夫し，目的を明確にした活動の場を多くとり入れ，  

教科の用語を使った表現を論理的に説明させる場を意識的に仕組んだ授業の実践  

(2) 生徒指導の三機能を生かした授業の実践の中で特に自己決定の場を与えることを重視  

(3) 既習事項とのつながり，他教科・領域とのつながり，地域・社会とのつながり  

を意識した学びを実践し，将来に活用される自覚を促す授業を実践  

(4) 「指示に従って動く姿」⇒「場面を判断して自主的に動く姿」⇒ 

  「時と場に応じ，課題解決のために等の目的達成に向け判断し主体的に動く姿」  

  授業の中で生徒の姿はどうだったか検証しながらスパイラルに授業改善  

備考 「『学びの変革』パイロット校事業」実践指定校（平成２８・２９年度） 

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 福山市立至誠中学校 

校長名 中尾 和彦 電話番号 ０８４－９８８－０６１４ 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修  ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 思考力と表現力の向上をめざす授業の創造 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-shisei/ 

研究内容 １ 研究内容 

 小中一貫教育の下、ESD の２観点をもって教育活動をマネジメン

トし、生徒の学力の向上を図る。 

 

２ 重点目標 

（１） 授業づくり 

① 基礎・基本＋活用力の向上をめざし、仲間と共に主体的な学

びを実践する 

（２） 校区スタンダードの充実（評価基準を設定した小中共通の取組事項） 

① 「あいさつ・返事」 

② 生活習慣の確立（早寝・早起き・朝ご飯） 

③ 家庭学習の習慣化 

（３）「ふるさと学習」の推進  

 

３ カリキュラム・マネジメントによる特色ある教育課程の編成 

 

４ 保護者・地域連携の推進 

（１） 学校行事への参加の呼びかけと職員の地域行事への参加 

（２） 校区教育推進委員会（PTA,保護司，民生委員，公民館長等）の活用  

備考 ・福山市小中一貫教育推進事業 

・広島県 NIE実践指定校 

 

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学 校 名  福山市立神辺中学校 

校長名 金田 耕治 電話番号 ０８４－９６２－０４００ 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 ■生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 主体的に学ぶ子どもの育成 

  ～ つながりを大切にした学び合いのある授業を目指して ～ 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-kannabe/ 

研究内容 ○ 「個人 → ペア → 班 → 全体 → 個人」の授業展開 

○ 生徒指導の三機能を意識した授業計画 

・ 研究実践に沿った学習指導案による授業改善（毎月第３木曜日） 

・ 「見る」「見る」「見せる」による授業改善 

備考 ○ 広島県生徒指導集中対策プロジェクト 

○ 広島県業務改善モデル校 

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 福山市 学校名 福山市立神辺西中学校 

校長名 髙橋博紀 電話番号 084-963-3400 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

■学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 ■伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 「思考力・判断力・表現力を養う授業の創造」 

～学ぶ意欲を育成し主体的な学びへ～ 

当該ページ

のアドレス 
http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-kannishi 

研究内容 研究仮説 

生徒が主体的に学ぶ授業をめざした「授業モデル」のもと，ゴール

イメージを持てる目標を設定し，導入や主発問（生徒が「あっ」と思

える問いや掲示物）においてグループやペアによる学習を仕組み，「分

かった」「できた」と実感できる授業を行えば，学ぶ意欲が育成され

「思考力・判断力・表現力」が養われるであろう。 

Ｃ－Ａ－Ｐ－Ｄサイクル 

① 生徒実態の把握（CHECK） 

ア 日常の授業 イ 基礎基本定着状況調査等  

ウ 単元テスト・定期テスト等 

② 授業環境の整備（ACTION） 

  ア 生徒指導の三機能 イ 四つの心得 

ウ 教室環境の整備 

③ 授業スタイルの統一（PLAN） 

  インプットした知識をアウトプットできる 

  生徒が「あっ」と思える問いや掲示物を用いて生徒が能動的に

学ぶ授業をめざす。 

④ 授業実践（DO） 

  ア 目標の「型」と整合した授業展開をめざす。 

  イ 生徒が思考し表現している授業を実践する。 

備考  

 


